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　第25回夏季デフリンピック競技大会「東京2025」は、2025年11月15日(土)から26
日(水)までの12日間、東京都で開催されました。
　オリンピックやパラリンピックという大会については皆さんもご存じですが、デフリン
ピックはあまり聞き慣れない大会ではないでしょうか。この機会に改めて調べてみると、
「なぜパラリンピックと分けて開催されているのか」という疑問から、多くのことを学ぶ
ことができました。
　デフリンピックは1924年に始まった世界で最も古い障がい者スポーツ大会で、聴覚障
がいのある人たちが「自分たちも世界とつながりたい」という思いから生まれました。競
技では、スタートの合図を光で知らせたり、手話や視覚的なサインでやり取りをしたりす
るなど、聴覚障がいに応じた独自の工夫が行われています。
　一方、パラリンピックは戦後のリハビリテーションをきっかけに発展し、身体に障がい
のある選手が力を発揮できる環境が整えられています。どちらも「人が持つ力を最大限に
生かす」という願いを共有していますが、それぞれの障がい特性に合わせた環境づくりを
大切にするため、別々の大会として発展してきました。
　今回開催されたデフリンピックは、日本で初めての開催となりました。1924年に第1
回が始まってからちょうど100周年を迎える節目の大会でもあり、日本選手団は金メダル
16個、銀メダル12個、銅メダル23個、合計51個という素晴らしい成果を残しました。
　
　こうした大会を知ることは、子供たちにとって大きな学びの機会となります。子供たち
が学べることは、次のようなことです——
〇同じ「障がい」と一言で言っても、必要な工夫や環境は異なること 
〇誰もが力を発揮できるようにするためには、周りの理解や工夫が欠かせないこと
〇違いを否定せず、その人が輝く方法を一緒に考えていく姿勢が大切であること
　
　これらは、学校の学習や日常の人間関係にも通じる大切な視点です。子供たちが友達と
関わるとき、授業で意見を出し合うとき、相手の考え方や感じ方の違いを理解しようとす
る心は、これからの社会を生きる上で欠かせない力になります。
　本校では、こうした"多様性を尊重する学び"を大切にしています。たとえば、4年生の
総合的な学習の時間「みんなで生きる町を考えよう」の学習で、ゲストティーチャーをお
招きして障がいについて体験をしたり、話を聞いたりして、障がいのある方との関わり方
について考えています。また、各学年でも、それぞれの発達段階に応じて、友達との違い
を認め合う活動や、互いの良さを見つける取り組みを行っています。
　パラリンピックやデフリンピックで活躍する選手たちの姿は、こうした学びを深めるき
っかけにもなります。ご家庭でも、テレビでスポーツを観戦するときや、日常の会話の中
で、「違いを力に変える」「一人ひとりが輝く方法を考える」といった視点で、お子さん
と話題にしていただけると幸いです。
　授業の中だけではなく、視野を広げて様々な多様性について考え、学んでいくことで
「一人ひとりが違っていい」「違いを力にできる」という前向きな気持ちが、子供たちの
成長につながっていくことを願っています。

副校長　佐々木　周二 

デフリンピックから広がる「多様性を学ぶ力」



　朝の時間の略称について
　全校：全校朝会
　児童：児童集会
　読書：朝読書
　学級：学級裁量の時間
　体育：体育委員会主催の集会
　　　（つるっこランニング）

※行事予定の★印は、スクール
　カウンセラーの勤務日です。

※１月は予告なしの避難訓練が
　予定されています。　

2025年度12月 2025年度1月

　時程について
　B：B時程の日は、下刻時刻が
        やや早くなります。
　特：特別時程の日は8:30～
　　　１校時が始まります。


